






医学生の臨床実習
徳島大学医学部5年生 　学生

独立行政法人国立病院機構とくしま医療センター 西病院での実習は、非常に充実した経験となりまし

た。西病院は、神経筋疾患の基幹医療施設として、最新の医療を提供することに力を入れており 、 患者さ

んに対するきめ細やかなケアが印象的でした。

また、スタッフ間のチー ムワ ー クが非常に良好であり、看護師や医師たちが親切に指導してくださる環

境でした。困ったことがあればすぐに相談できる雰囲気があり 、 実習生としても安心して学ぶことができ

ました。特に指導医の先生のこ指導のおかげで臨床の現揚での実践的なスキルを磨くことができまし

た。先生の丁寧な説明と温かい励ましに支えられ、実習期間中も安心して学ぶことができました。

自然豊かな瞑境の中で患者さんと密接に関わりながら実践的なスキルを磨くことができたこの実習

は、私にとって非常に有意義なものでした。今後もこの経験を活かし、医療現場でのスキル向上に努めて

いきたいと思います。

彼がバラスポ ーツを辞めない理由
学葡集会参加を支援して

内科 柏木 節子

令和6年6月22日（土）に「福島県看護会館みらい」において巳本パラスポ＿ ツ看護学会の第6回学術

集会が開催され、とくしま医療センター 西病院の内科外来を通院している●●●●さん(97歳）がシ

ンポジストとして招かれました。

●●さんは大分国際車いすマラソンに開催初期から参加し、 連続出場記録を持っているパラアスリ ＿

トです。脊髄損傷、胸部•腹部の幾度もの手術を乗り越え 、 現在は在宅酸素療法中ですが、「学術集会のシ

ンポジストとしてパラスポ＿ ツを牽引したい」と福島県への旅行を決めました。学会出席の相談を受け 、

福島までの行程と酸素ボンベの手配、出発までの健康管

理にも注意を払い、ご家族との綿密なやりとりを経て、無

事に「パラスポー ツを辞めない理由～車いすマラソン選

手の立揚から」という講演をやり遂げました。日本パラス 

ポ＿ ツ看護学会はパラスポー ツに取り組む人々の日常生 

活を支援する事を 一 つの柱としています。●●さん

が97歳の令もパラスボ ー ツを続けていくという意欲

が、 学術集会参加者のみなさんの心に響いた事でしょ

う。とくしま医療センター 西病院は●●さんの「パラ

アスリ ＿ 卜を辞めない理由」に賛同し、これからもその活

動の支援を続けます。
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紛⑮街じ窮租逮葵翌泥褪ク徳g
令回、約4年ぶりに外出行事が再開しました。

療養介護病棟入所中の患者さん対象に計6回(5月16日3

0日6月13日27日、7月11日18日）各3~4名でお出力‘

けを行いました。

行先はマルナカパワ ー シティ鴨島店•セリア鴨島店で、賀い物

を楽しみました。

久しぶりの外出先での貿い物で、ウキウキされている方、黙々

と貿い物を行う方、時間が足りす焦りながら質い物する方など、

院内ではあまり見ない患者さんの表情を見ることができました。 し
il 

患者さんからも「久しぶりに外にでられてよかった」「貿い物がで

きて楽しかった」など帰宅後も喜ばれている様子が伺えました。

短時間ではありましたが、少しでも外出をしたことで気分転

換になったのではないかと思います。

療育指導室 和田 勇貴

言本お笑いライブ2024を開催しました！
療育指導室 井内 香住

令和6年5月23日（木）に徳島県住みます芸人のみっとし一さんと徳島県応援芸人の中山女子短期大

学さんをお招きして、吉本お笑いライブ2024を開催しました。

午前中には 、 すみれ病棟と1階病棟の患者さんの居室訪問を行いました。記念撮影を楽しまれる方や「コ

ジカル！をいつも見ています」などお話を楽しまれる方など皆さん思い思いに交流を楽しまれていました。

午後からは、すみれ病棟と1階病棟の患者さん 、 一般病棟の患者さん、鴨島支援学校の学生さん、あす

なろ保育園の園児さんをお呼びしてデイケア棟にて吉本お笑いライブを開催しました。なんと 、 デイケ

ア棟の会場には約80人のお客さんが集まり、会場は大きな笑いと歓声に包まれました。

みっとし一さん、中山女子短期大学さん素敵な時間をありがとうごさいました！
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のと自慢大会2024を開催しました）
療育指導室 井内 香住

令和6年7月4日（木）デイケア棟にて、のと自慢大会

2024を実施しました。

2年ぶりの開催ということで出場された患者さんは歌

の練習や衣装演出などそれぞれが熱い思いとこだわりを

持って準備をしてきました。

令年は、会場参加の患者さん13名と事前収録参加の患

者さん4名の合計17名の患者さんが出場されました。話

題の令和ソングや懐かしい歌謡曲、洋楽なとそれぞれの患

者さんの十八番を披露され、会場は大いに盛り上がりまし

また、令年は審査員が選ぶ5つの賞の他に、会場に参加

されている患者さんが投票する「素敵な歌声だったで賞』

を設けました。受賞された患者さんからは、「まさか自分

が選ばれるとは思っていなかったから嬉しい」や、「素敵

な歌声だったで賞」を受賞した患者さんからは「カラオケ

サ ー クルで共に練習を頑張った仲間からの評価は本当に

嬉しい」など喜びの声を聴かせてくださいました。

今後も、日々の療育活動で取り組んだことを多くの人

に見てもらえるような機会を作っていきたいです。

とくしま医療センタ ー 西病院
川柳集「のうめ」を発行しました

療育指導室 和田 勇貴

この度、とくしま医療センタ ー 西病院川柳集「のうめ」が

できました。

3月に実施した、川柳 大会で皆様が投稿してくださった70

句以上の川柳をまとめ冊子にしました。

「のうめ」という名前の由来は平成17年～平成25年ま ； 

で、発刊されていた徳島病院俳句集「野梅」を活用させてい ii 
ただきました。また、題字や表紙等の梅の木は当院、事務部 サi
の職員に書いてもらいました。 ii 

皆様のご協力のおかげで発行することができました。令

後も川柳が患者様の生活の楽しみの一つになればと思いま

す。

川柳集「のうめ」については、デイケア棟に置いてありま

すので、こ興味のある方はいつでもお立ち寄りください。
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大盛況！ファイヤ ー スト ー ム2024!
療育指導室藤田 瑞稀

令和6年8月2日（金）にファイヤ ーストー ム2024（夏祭り）が開催されました。
約5年のあいだ会場での実施ができていませんでしたが、今年は日中での会場開催が実現し、
大盛況となりました。ファイヤ ーストー ムは「青笥会」（患者会）が主催となり、夏の風物詩を昧わ
う中で患者さんや患者さんこ家族、職員が親睦を深め楽しい思い出作りをすることを目的に
実施している当院の夏の一大イベントです。模擬店では、たこ焼きやドー ナツな との飲食物の
販売やゲ ー ムコ ー ナー を設けて、「こんちゃんめくり」「サ

：二:カ竺っ
と
て

を
し1＼うまご

「

ロニ下言：：？止9L:5•``’ —̀,
のカマンベ ールさん、阿波踊りのきらく連さんがゲストと さ百炉：下ゴ” I ,.. 9ぷ

ー ，A, ． して駆けつけてくださいました。カマンベ ルのライブ
では親しみやすい曲が多く、いつの間にか鼻歌を歌って ＇ し
まうようなとっても心躍るライブでした。きらく連さん
は2年連続でお越しくださり、合年は病棟巡回もしてくだ
さいました。ベッドサイドで参加している患者さんも生の
阿波踊り、鳴り物の音を聞いて「徳島の夏が来た！」と大変
喜ばれていました。

ご家族と一緒に参加された患者さんもおられ、楽しい
ひとときを過こしていただけたのではないでしょうか。

皆様にとって、素敵な夏の思い出となっていれば幸い
です。

吉野l11市役所にて「あこがれの世界|
療育指導室栗山 百合恵

　令和6年7月8日（月）から19日（金）の期間、吉野川市役所
東館市民ホ ー ルにてすみれ病棟 ● ● さんが制作された作
品の展示会「あこがれの世界」を開催しました。

　　　　ベッド上で一つの作品を約2週間かけて、手作業で生地な
ともこだわり色鮮やかなドレスを制作されています。

展示会ではメッセ ー ジホックスを設定し、来揚していただ
いた方からの声を実際にお聞きすることができました。「実
際に着てみたい」、「細かい工夫があって素晴らしいなどのお

，，， ... ヽ

声を頂きました。沢山のメッセ ー ジを頂いたことで、次回の 一

作品作りに向けての活力が沸いてくる展示会となったこと
でしょう。

こ来場いただきまた沢山のメッセ ー ジをありがとうござ
いました。
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